
h  
2

1
 … 

3

2
 … 1 

)(hf    － 0 ＋  

)(hf       

 

1978年京大理□2 文□2 共通 
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G は線分 PQの内分点であるから、 10  t である実数 t を用いて、 
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(ii) 

(i)で示した結果より khhk 3  hkh  )13(  k≧1 であるから hh ≧13   12 ≧h  
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AOB   とすると、 sin
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OBOAS  であり、 hkSOBOAhkOQOPT   sin
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である。 

hk の最大値、最小値を調べる。
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≦≦h における増減を調べる。
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)(hf の増減は右の通り。
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fff であるから 
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左側の等号は
3

2
 kh のとき、右側の等号は 
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